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　この研究は，我々が既に発裟した「3歳児検診と，・そ

り凝指削（日本総合愛醐究所鞭鋤燦？・181～

19乳曳1976年）④続綿で蹴る5 ∫予3ど！も1の診断或は判定φ

馨磐轡轡塑際姻i警，i贈
ジ費どもの年齢が3鰍二り1 ｛51，窮・ 6、歳に移φたこ・とによr

る変化は‘ 大別』して2種類去ある5∵その第■は症状項目

が若穣わ．頭またその数が増えたこ1と』悉あるポ詠
は，1 子描の蝉紛化してくるにつれて・痺榊変1ビ

、して くることに基》｛てめ変化であり，，各症状項目の解説

によりそめ変化は明らかであるので，ここ酒は一々述べ、

　る必要はないと思う。それに対しズi※背因項、目の減少に

？矯ズは少し説盟しておく必要があると思う誌1：・ 』』

　、』 享強歳児に無くなら・た背因項目は1
li

1ン“過性遅滞

或いは欠陥 2ン個人差”の2項r目炬ある。』もともと一こ

　の2？の背因項目は初めの原案では，『乙個人善と帆う項目

　にま とめら麹ていたのであるが，解り易1ぐするために，

　その個入葦を縦の個入差；横の個入差に分けだ。 子・ども

1励騨碑能加継勢る乏・卑峰も繍・轡
　辛矯あるが1一．むが、し，，その能力の中には勃あ畜時期が来

　ると向復して来て，普通の舞達の中に入ってし まうびヒ

　の発達の時間的な差を我菱は縦の個人差ど呼び，・後にも

　ちと解くり易・ζするために』 文内容を表面に出 し1ζヂ「←過

　性達滞文ぱ架陥」遷したb』横の個人差は・ 子どもを横に

比較し《募る芝1！，塵に循入差ばあるめ溢ll㌧親は時にぼ欠

陥1ど考え易蓉が，∫それらは二「普蓮〆或は宰均の範謝」1に

訪るを考え毒れると巻，旨との背因に天れくそれ淋欠降惑

なぴ乏どを萌確にゼ求ぢ嫁り宅i雰ごめ背因を作ぢ舟31塁

しかし，』 どもがン5給歳にもなると，もは軒樋

性遅滞或は欠陥』と考える現象は無くな膓』この頃の遅

滞は・鋤かに欠陥鋳え餐さ轡郷Fの堺
項目は止めるこ・と嬬しな乱 』1∵

・＝．：』1 ギ　∵
1、

1ヌ丁個人差コI 即ち郡わゆる横の個人差は1子どもが5ギ

礪に躯て紛決虞醐％わけで1まないが譜通
の範囲か，異常か壱ま割合に開瞭なので，』 孕ぐに；◎項 目

を残しておく必要がそれ程大きくないの廼1』鏑素化のた

めに除くことにした調』レlll ∵‘ ’『山 ∴ ※瞬・

・蒐虜1背勲蜘△♪』1』i』∵』1翼1

　まず背因というの嫉，原因に近い意味で使づズ硲るぷ

各症状の原因は多様であって，これが原肉酒あると決め

か轟るごとが多い計我象の狙いほ，’その原因をどの方向

に求めればよいかφ指針を得るごどで ある♂したがっ

℃ヒ碗う聴因鶴ま棋館的嫡ので論理的r
雌を欠い嬢り・舗邸相互叩詳他的でなく・・r翠

の重複がある6～・じがジじ懸症状項且とタ各背因項目を交叉

させた〔判定麻勘ワ〕、規ればダ』この蹴駐老・し
ズ・どの方向にその原因iを乗め1る馨砦 かを明らがに1しズく

れる。雛状にづ嘩鋼定の手勘1り嘲入され婿
因をチ望鋲グしてい惣ぎεに盛斧鵡1』究極的にその原因
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をつきとめることができると考えてし》る。

　各症状項目について丸のついている背因は，この症状

項目と関係の深いものであるが，丸印のない背因もその

症状項目に必ずしも全然関係がなヤ・とい5ねけ・モはな1
F

いσ関係のない場合が多6が，まれトヒ陰丸南あろが象レ、

背因西中に原因があることもある。しかし，あまり丸印

が多くなると却っせ繁雑になるので， 比較的関係の深い

背因にだけ丸印をっ妙た。、

　　「3聯児検診と，1』そのあと指導㌍閑する研究」の判定

の手がかりを見ると，「鷹騨障害」 ｝し；丸印がついている

症状項目は1必ずr家族闘係」ばも真印がついている。

家族関係に関係のない情動陣害は合燦児では殆ど考えら

れないことを示している。このごとが6歳児時点に於い

ても大体同じ関係にあると考えられるので，今度は「憎

動障害」に丸印がついて転｝るとき は， 「家族関係』に丸

印をつけることを止めた・し嫡つ，瑚購害に脚の

ついている症状項目に於いては，その原因を疾す楊合に

は，同時にr家族関係」をもよく注意してぼしいど我々r

は考えている。

　次に各タの背因頂目の説閉に移るわけで毒るが，寄背

因の説閉は・・「3歳児検診と・ そのあξ指導」に詳細に

述哩あるので・：勲を避けて，こ二では極く、簡単な説

明に止めておく、（詳細は3歳児にっいての論文を参照さ

れたい）9．

　1）・知能遅滞レ寸　　　 』 ㍗　 1．．プ
で

　症状項目の原因が知能遅滞から起きていると考えられ

る易合である。知能遅滞が直接の原因である場合もあ

り，ここかち副次的に，例えば情動障害を起こ．している

場合もあろう虚｝般に知能遅滞児に多く見られる症状は

この背因の中に入れる。

　2）／1』情動陣害

　情動障害は知能遅滞と共に，背因項目であるよ りも症

状項目で夢るかも知れない。しかレ㌧、慨動障寄児俊中に

多くの症状項目を発見するので，’㌧これを背因どして扱っ

た方が便利置あ、ると考えた。

　3）精神疾患．

　ここでは主として自閉症児の事を考えているσ

　4）脳の盟質的障害

　こ，こでは脳性麻痺，てんかん，．微細脳損傷等を考えて

いる。

　脳の器質的障害は次のような徴候があると一応疑って

みることが必要である。　、 　．
尊歌

　出産時に仮死鉗子分娩， 一、吸引分娩などで頭血腫があ

ったとき，・或は重症黄疽などあったと、洗．

又点頭痙攣（頭を前に倒すジ瞬間的比意識が途絶える
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等）のとき。

　行動特徴としては，一般に課題意識がな）・。奥味対象

が次々に変化する。 そ匁故遊びにまとまりがない。禁止

酵璽い・憾即起伏醜しく・騨的であり，かつ
攻撃的Lざあることが多い乙

　自分の危険を考えず，衝動的，突発的な行動をする。

　 急に前に倒れたり，尻もちをつくが，すぐ意識が戻り

起上る。箔然として一点を凝視し，動作の一時停止状態

が起こる。一般的に，場面に適応的でない奇妙な行動を

示すらこうした行動があるときは一応医学的診断を求め

た方がよい。

　5）身体疾患
　・身体的欠陥や損傷が間題行動の原因となっていると考

』えられるものであるo

　第4』9第5の背因を考えずに心理治療等を続けて顕署

、タ勤果が出ないで，あとで脳の器質的障害や身体疾患が

問題の症状の主な原因であることを発見することも少な

くない。1早期にチニックしておくとよい。

　6）家系的要因

　ある種の障害は，1他に明らかな原因が解らず，家系的

　（遺伝的とは言えないが）と考えざるを得ない揚合があ

る。

　7）、．家族関係　　　 　　1 、　　　』　：』
ゴ1，

　・親子関係1家族関孫の歪みが子どものバ」ソテリテ審

を歪めているζとが多い。それ故このダイナミ91ク．ネを

明らかにすることが大切である。親子関係というと親や

祖父母が子どもに与える影響だけを考えるが舜この関係

は一方的でなく，相互的であることも考えておくこどが

大切である。子どもの行動が，親にある態度を とらせる

原因となり・吟度は親のそうした行動が子どもの行動に

影響を与えている。こうした循環にも注意する必要があ

・る。

　8）　育児知識の欠除

　親子関係の歪んだ感情関係が原因なのでなく，親が子

どもの行動や慢格についての知識が不十分或は間達うて

いるために，子どもの取り扱い方を間違い，子、ど もに問

題症状を作っている場合である。　 　 『』、・　＼』

　9）環境的要因

　家族関係以外の社会的関係（友人関係，1 近隣関係， 幼

稚園，保育所関係等）を示し，その上物理的環境から来

る問題即ち公害・交通の危険度， 遊び楊の有無も含め

ている。

　これらの背因は，それぞれ別個に， 問題症状の凍因を

なしている場合もあり，多くの背因が，からみあってそ

の原因をなしてレ・ることも多いことに留意すべき．であ
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森脇他：5．、豆1 β1才児の異常行動の鑑別診断に関する研究

る。　　　　 　　　　　　　　　　』11 な1・
　熔〉

、鞭、鍵璽チ鯉辱衝詐∵1窺、，、

　第 1解rl、判牢φ手がか軌1 壽ン∫，ト、．．

渕簿熊が恥殖！・惣ぞ麹間辱貨軌r痺槻背零

牽勲うチリち ，リ、准で海郵，御償困專貝凄導感

鯵て翔嘩嘩纈即導餌あ祝御麟整簿
り痘状票目をろズ隻、そ額鴛横に見て夕き痔惑登輩零｛環目

に籾勲レ）嬢幅』雪廻1特定嘩即可㈱背吋
で疹黍ゼ卑斑熊塾個？ヤ∫茜榔＆ ＄？爾背1因の7？．

苅㍉．車タ可輿麹原困雪喬う？二匁‘Pつy）てレ鬼レ）背卑1む．

その特定の項目．については安全である；≧を不レ∫槍う

・魁、絶粒的礁背嗣呼曝融ゑ得タ齢≧めゑ童曝璽曝なビ。

背黙殖可馳断牌少レ）ζヤぎ沸壁嫡曾・1・ζ

、曇れ脚り黙1こつy噸η背嘩榊・，卑騰継柔灸
験終監趣り拳勢こむ裟？間レ…ヒ；ド♪．ll：Σ』曇 ・．、 ・淵：郭

び、那騨鯵麹磐薄眺・ r擦、1∫凝 く、づ沿
　参　頻数はそれ程多くな馳が，早期に発見査静診ぱ，

題聯卜塑匙綬煕麹綱・一
夢握学騨騨些韓瞥≦烈すう1苑ρ漁・．鱒

1ま越ゆ群撫騨駒嫡駆慾う鱒磯
噸曝蛙委蝉辮琳妙阜騨峯脅1 ，rく、引、・

　卿簸問晒動墳困△票至1虹li．1嚇 是』βリン

テ樋瞬有意球りこ貞糞話レて診ツ・輝な1貧耀融

灘眺、麹謙が理灘来て覧，，鰍麟琿郷灘

い齢勘転又灘び仲障も勧勅理解弊㌍
場含が義る。．』』 』く　一．＝・1・、・

』 窮隠『泌　 ・戸こ
‘

』1）一、知能の著し、ぐ遅れている，子に見られる』、』洋アい

A2ン』1脳の器質的障害と＝して脳性麻痺の場合・謄二』．1・1蛮

　3）・身体的欠陥と して・・先ず難聴魁』1第阜に岬唇或は

口蓋機能不全， ト日蓋麻痺1 、・
3に軟 目蓋裂，で不正咬合，1、

鼻咽腔閉鎖不全など，発音レ；必要な器官の欠陥参原嗣で

ある。 口唇麻痺の揚合は，．～ミ ごズ憾ポが難か異《 ぐ，日蓋

機能不全，・嘩蓋麻痺の場合砿，・1ゆキク欠マ藻7イ、シ邑涛

に転化し易い。　　　　　　　　 1…、． で♪，㌧ぞ

　・；ζで聴力障害のある子 どもの見っザ方奪遷べておこ

う灘聴は嫡唖見つけ難▽穽極鯨牌門家に謝

舜鰯う鋤叫要で騒艦麺妨娠徴秘鋸
謡れを疑戸ヌ1よ》）。 即う書語的な税明だけで峠寧≦ 理解

出来なヤ＝・こ；≧、が多恥が；罫動誕示した1湾，1視覚に騨える乏ヒ

よ糎解す多認鰍よ牡磯卿魔よ 規るσ「後

方から話しか財た時衣㌦・前方が墜話二ゆ、サた特の方が

理解が渓レ・。、テヒぐのボソ1ご㌘みを罪常に六きく．するo♪

又，難聴がひど≦ なると，＝音が小さくても画面がよ武見

えわ犀平気りト幼稚園なギ㊤架団笏面で稗芝犀やお話Q時

峠勝手な猛動をζ捧球動詞を抜冷レたり・1語尾が摩昧で

ある（助嗣や語尾は低い声で話されるのでよく、聞きζ挺

』ないためである）ひ

、鰍曜動唖機能確姥の特慾些・llテ覇欧ト
を食苓て恥う時卑から茶色な私灌を出すδ1・乳児期に乳g

吸い方が弱かづた，♪まむ鼻から乳をキ、く 出レえ暫取うヵ

鰯い・力爾彬行膳行す喬・r等磯縁櫛勧きは
軟ロ蓋裂或嫉Fl葦機能不全を疑うてみる之よ騎♂

（2）考定饒音が蹄磯管P恥一P
・1サシス・ヒ．ソカ零タ，チジテ・1ドに1なる‘場合争二 発声［（Phona・

ゆ）1・噂害鱗翻子勘の中閣あ硝の齢槌
では正し く発音でぎる が，・i他の音・と¢）組合わせでは同じ

音を正しく発音鷲斡批があ恥例えばら サ槽
㊥鋤、．と聴える鰍オ効琴魚）』財タ財韓

オむ卑据脳舳賭もレ｝る蒔禰騨一鮮五∫

卿ti⑩の問麟解♪諮Φ象目姻ま含興ヤ）9影丁
　弄）、普通6歳で娃・』木体の音ぱ正しく発斎出来る妊こ

の陵齢先蜘鰹聾多碑，られ為6』ト・τ ざ』 筆
　12）　難晦口唇騨痩養貞葦機解不愈1、・p蓋麻痺鉦軟円

難喜鑛欝騨鮪匠窺隊
　ここで言葉が遅呼ゆ とき嵐話し始めが遅か貌

礁又現在話す語郷躯』文軸短力・1く騨饗・醸
の誤りや儲め磁略聴と 軸鄭1二』 て・

ゴ再
・㌃ユ）茸知能の低いモど獣賊署葉が磨般に遅く簡単な意志

灘鷺袈讐禦騨奪ヒぐ際
　2〉1』．自閉症児或は自閉的傾向の強恥予ど梅、は戸疎通性

．砂く謹のため磯φ鍛袖⑰芦語醗齢遅れ

㍑とが多困勧埣勲榔即るよう聯え瑚
合でも，、一 それは会話ではな1く建魏綿返醤であ惹こと弼多

い5 『ド『 ：lr』1』・ll二鰹“』ト帰・1≦』∫ 』i芒1 』irl 馬1．r∵弐 』・｝∵

13）難聴の搬は初麟融6腐語発轡罪館、
影饗はいろいろである乙．程度の重し・楊合にはザ1雪語曝全’

’ぐ発達せず， 又時にはご．ぐ簡単な単罐奢発亥喬嬉班る事．

もある。 自閉症児は疎通の必要性の欠除粧ら野甦聴児は

相手の言語を捕える盟官の欠陥からジ奪に言秦の発達が

遅く
，

又殆ど話せない。㌧ ．㌧冗．∵．井1∋‘㌻歌’；㌧

　 （4ン 』吃 膏 ・　　△・二 　i㌧べ㌧い』r 』一弘、r ・？’△［ミ 、1特

　3歳時点では，．吃りと同じ状態が“わゆる工流暢でな

い」・という言語発達過程の過渡的｝時的現象であ多亭が

惣簸禦贈ll塑も、勲鷺禰斗
1）糊醐の一つの徽であるヴ↑跡建嘩ゴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、　
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　2）　いわゆる吃りと向じ状態を示すが，それは「てん

かん発作」であることもある。この場合は脳波検査が必

要となる。

　（5）・抑揚がおかしし・

　言葉自体は普通であるが，話し方が変ってし㍉る。悩感

が入らないのでいわゆる抑揚のない平板な話し方をす

る。或は又普通め子とちがった抑揚で話をする。例えば

語尾をあげて話す。

　1）情動障害の子にも割合に多い。情動障害が治って

くると，普通の話し方に庚る。

　2〉　自閉症児の特徴の一つであるが，これは彼らが感

情がないから，一本調子の言葉になると考えられる。

　3）微細脳損傷の子どもにも見られることがある。

　（ω　助詞の使用比誤りが多い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「お母さんにあげる」を「お母さんがあげる」「犬が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

います」を「犬をいます」　「ポートに乗ってる」を「ボ
　　　一トが乗ってる」等の誤りを誉う。

　1）難聴児に多いから一応聴力を調べる必要がある。

普通の会話では助詞は軽く，低く 発音されるので，聞き

とり難いためであると考えられる。

　2） 知能遅滞児にも見られる． これは知的能力の不足

から，助詞の使い方の細かい微妙な差が区溺されないた

めである。

　（7）会話が出来ない

　これは雷葉を手段として相互に疎通出来ないというこ

とである。自分の要求（「お水飲みたい」とか「お菓子を

ちょうだい」）は出すが，他人の話しかけには適応的に

応じない。「どこへ行って来たの」と聞いても，他人の

質問には全然関心を示さず，全然答えない。∫運動会，

面白かった」と聞くと，　「ハウス，．！ミーモソトカレー」

等と答える。これは他人に全然関心がないためか，彼等

の思考が環境の変化に関係なく進んでいて，質問によっ

て意識の流れが中断されると，その時に意識に上ってい

た察を答える（例えぱ自閉症児）のか， 或は質間の意味

は解っているが，、答えられない。或は答えたくないの

で，防衛的に勝手な礁を言う（情動障害児）のか，その本

当の原因は解りにくい。 場面絨黙はこの中に含めない。

ユ） ．知能遅滞児にみられる場合は，1おそらく相手の話

しかけの内容がよく解らないために起るのであろう。

　2）情動障害児の場合は，防衛的であろうど思われ

る。構動障害が治ると，こういう徴候は消える。

．3）、自閉症児にもおこ る。疎通性の困難から起きるの

であろう。・

　4）微細脳損蕩の子は，一般知能に比して言語能力の

遅れている子がいる、。、

　（8）言語退化

　言語の退化の仕方には3種類ある声うに唐え範。（イ）言

語がもっと幼稚な状態に戻る場合と，（ゆ前に薮言与てい

た言葉が段々と消えてゆく場合と，の冒語が崩壊する場

合である。α）は麿動障害に起り易く， 言語の状態は幼い

時代の表現に戻るが，書語そのものは退化しているので

はないようである。（ロ）は自閉症児で，自閉症が発病した

と考えられる頃から，今まで言えていた言語が忘れら

れ，使われなくなって，時がたつにつれて言語が消えて

ゆく。内は難聴児や頭部外傷の他，脳の失患の場合で，

言葉が崩壊する。即ちだんだん意味にならない言葉を使

い始めるのである。

　1）　言葉の退化は自閉症児或は自閉的傾向の強い子ど

もに多く現われる。こういう子どもの中には，始めから

言葉の出ないものもいるが，始めは言葉を話していたの

に自閉的傾向の強化と共に言葉を失ってゆくものも少な

くない。それ故言語の退化は自閉的傾向の大きな徴候の

一つである。

　2）　もう一つの原因は聴力の低下，或は消滅が考えら

れる。何かの原因で耳が聞こえなくなると，その後だん

だんと言葉が退化し崩壊してゆくる相手の言葉が聞こえ

ないので，雷葉の学習が止るばかりでなく， 今まで覚え

ていた言葉すら，強化されないので， 自然に忘れたづ，

又うまく適応的に働かないので，使われなぐなり，だんだ

んと退化する。聴力が徐々に低下してくると，智葉の一

部は強化されて残り，聞きとりにくい部分は消滅してゆ

くので，言葉としての統一を失い，崩壊現象が起きる。

しかし，この場合は，聴力を失った時期が，言語の退化

や消失と深い関係がありゼ幼い頃に失ったほど，その程

度が大きい。小学校の上級程度の頃，・聴力を失らた場合・

は，全然雷語の退化をもたらさない者もいる。しかしこ

の場合，その子の知能が多く関係しているように考えら

れる。

　3）脳炎後遺症，頭部外傷，・脳腫瘍等の脳損傷の場

合，言語中枢が犯されると，言語は崩壊する。・

　（9）　奇声をあげる

　子どもの中には，何とも表現しようのない奇声を発す

るものがいる。幼稚園などで一斉保育の中で，急に奇声

を発したり，．自分の親が他の人や子どもと話していると

奇声を発する者もいる。緊張場面になると（例えぱ幼稚

園で，礼拝の場面とか，・自閉症児などが病院に来た場合

など），奇声を発する者もいる。

　1）知能遅滞児に比較的多い。自分の思うようになら

ない時，要求が入れられない時に起き易い。非常に幼い

頃の適応機制がまだ残っているたあと考えられる。
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　2〉＞．情動陣害児にも起るが，．こ．の場倉尋ま，』浅懸をぴ く

手段として，或は，救いを求める声とし て現われるよ・う、、

であるδ幼恥須の適応機制にず時的に退行㎏で悟うと1考

えられる。

　3）難聴の場合は，．自分の幽レて疑み音を7ぐ一ド1・

バックすることが出来ない、ので，“声をコォト夢㍗～レ出来

ないために起こる。．』1』 1・』いr∫で、1
i峡 ∫　’ll

　．⇔』微細脳損働の子ど郵の中に』 行動的に嫉異常に・多

鋤であり，感情的には興奮が強く で自分をコ7トぞrル

出来ず1・その一っの現れが奇声であるど考えちれる者が

あるd．投薬にょり，過度の多動が治ってくるとヂ奇声も

減少し 之くる之考えられる。』 r駐 ㌧

　⑳ 食欲不振1

　全体に小食であった窮ぐそ匙までは普通に食べていた’

のに，ある状況で急に食欲がなくなったりするが
　』1） 普通嫉食欲不振嬬∫潟体疾患の鍛候・であるず先

ず，一慢性疾思，』急性感染症を疑うべぎであろ、う・。

　』2）』情鋤障害児の中に曝身体的な疾病が全然1な レ）の

に，ひどい食欲不振に陥っている者がいるゲ z乏ス輸レ1

［シ ヨγの程度がびどくなる1と，』食欲が減少し，・、体重を

失ってゆく。』ここで取扱い方を間違えて，無理K食ボさ．

せるとボ嘔吐しy1或は拒倹の習慣を生ずる。㌦1∴』、》、

　 3）辛育児知識の欠除が，』その原閤をなしてい・る 二と、が

ある」身畏や体量が普通であり，又順調に増加してい「盗

のに，シ』自分の子が食欲不振だと思い込ん：でいるr親魁い

る。こういう親には，子どもの食べたものを一週間程度

、忙わたって穆きあげさせうと，予想外に子ξもが食皆て

いるのに驚く、母親が多い6、中磧に育児法り間違いからプ

食欲不振にしていることがある。子どもρ食欲にもり、ぢ

ムがある（沢山食タる 日と少ししか食尽ない日がある：）

のに，それを無視して．毎食“定量を食尋るように強制し

で，i』子どもに食欲を失わせているのである。食琳の前に

多く、の間食を与えて「いる親茄いる。1食事の摂取量が減少

するりは章然であるボこれは食欲不録ではな》～6食礁時

悶に沢中食べないだけである硫引∴r』計ど

　二⑳ε偏し食 ＼　r

　ある種の野菜や肉類等が食べられない現象であるよ形

を変えると食べむれる （肉の塊は嫌いだが・1挽肉にする

とよいとか）或は匂いを少なくすると食べられる子と，一『

どう形を変え，匂いを変えても上手に嫌いなものだけを

拾い出す子もいう。大人になるにづれて，’自然に治峯こ

とが多い。

　㌧i）』重し～知能遅沸児に多レもぽそはそしたも の，生野

粟溶肉め塊を嫌う子が多いよ譜 ∵ ／、一ρ 憾
｝卜2γ ：醐症児に耀静く見られる6慣牲たもの轡

に固執して， 新レいも4） 琴の適応が悪埜ζξがその原因

と考えられる。自閉症児の中には，偏食と㌧・ うよ・ り、も，

同じ食ボ物で軌その温脚鉢身障食がた 堕疏食べなか

ったりする者もいる。これも 固執侮向⑫現りれで季り，

全体的琴考える．と固執傾向がその揖本原因であろう。l　

．3）〕医学駒原因と．して， 』食物7レ座ギ7＝粥よる1も：の

、（牛乳， ：卵ザしし》たけ，』ざ嬢，、一耳頚＞ 於季多。、1脱感作療

決を受けるか1他の蛋自で代用する・とよいσ、｝

♪4）』』母甥ゆ完壁主義で何：でも食飛喚れし多・よう乾㌢しよ．う

と・して画恥級ξ鮮羅蜘レ威偏館蜘ヒレ
て，いる場命も多い6・。魚は嫌転・でも肉を食球て参畝ば，そ

れでよく，大騒ぎしなければ大人になるにつれて徐々、に

治プて ゆくも9であ畜貯又華？ゆ嫌ヤ、な もの炉残？ て

も，・』そのな湾辱非常峠風湊ζζ嫉殆ギなV）“

　⑫　食べるのが遅い
　甘ヶせ、と食べない状態ぞ玉遊びながら食べたり，ζ席をた

って歩き廻ったり して食寧が終るのに随分時間参かか為』

状態である、（苓の年齢の子ど，もマ〉平均の食癖時間4綿30

分）。

ズ1）、』知能濁滞児に多レ慨マ脚こ鐸題童識眉的童講が

躰瞬醜鍋姥κら鱗ゼニ1．、
　2）』．情動障害児睡多曇呼．もり％食嫡輝や周囲り人砂開

、心を群う と苑騨弊1る・1：き

3） 、急甑劔灘嫉継あれば鱗撫くな阪．
せ？せと食べ欺恐Φ砥当熱α

い
　の 脳性麻痺の子の場合は，麻痺のために早く奪皆多

こ と茄出来ないので，1 （昇）⑫魁徳享茎オ㌢』ティリ叩題璽あ

るのに対して，（雛）嫉器官φ障害で喬多軌ド鳳』ゴ、．

　、5）　蔑に食欲不振で述べた如≦，、そ苓もり食綜廷つヤ）．

ての無知が，ll却って子どもに食事の學啄を卑れサ，．1痩昏

だらと食礁する習蝦を作ってや多タ骸ζ畢尋郡 、黒く黒F

くとせきたてることはよくなヤ・。・無詩リタ々喰事の署囲、

気が大切と思う。又一定の時間が来たら食事を終りに、す

るりが躾上大男で為る？

　⑬ ・なら食い

　親に毎食木体同じ量を食べ斎こξ壼期待し1ζ瞭多魁、，

子どもによ盗妬ある日に沢山食べうウ書・、、深φ旦娃零奪1

小食にな多等，食察量が時鱒よっズ木き厳変動ず浄塗聾ぜ

ユ） 知能遅滞児にどき どきみら乳為。食事◎；マ触頃

直ルあ著しいまずさからくる過食の裏返しで南姿。。1』、．

　2）・疵に述べたように子どもの食御嫉必ず」も何障
，，

・もマ定ではない。 大人の食欲を考えれ璽よレ》“：肖、分㊨傘

議驚濃麟濃轟識接ll聯驚
かれている親は多い。こ の迷偶を講挙騨養ゆ燐等
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医，児童心理学者の費任が大きい。

　αφ過食 ［・

　普逓の食礁量では満足感が得られず，食べられる限度

まで食べる状態をいう。

　1）　重い知能遅滞児に多い。好きな物だとお腹に相談

することが出来ない。食泰のコソトロールを失ってしま

う。だから物理的に食べられるところまで食べる。これ

が又むら食いの原因にもなる。

　2）愛惜不満の子にしばしば見られる。食礁を普通以

上に食べることによ窮心理的な欲求木満を補償してい

る。過食により，パーソナリティのバラ シスをとってい

る。

　3）視尿下部の先天性発育不全，脳腫瘍，・頭部外傷な

どにより，食欲調節中枢に異常が起きたときに・もこの現

象が見られる。

　4）子どもに糖尿病があると過食になることがある。

　⑤・拒食
　食物を受けつけない状態，無理に食べさせると吐いて

しまう。

　1〉 重度の知能遅滞にときどぎみられるご気に入らな

いことがあるときに起きるか，原始的な反抗現象だとも

考えられる。垂症の場合には点滴良よ り栄養を与えなけ

ればなら数いことが起きる。拒食は外的条件によらても

左右され，・家でなら食べるが，」旅行に行ぐと食べなくな

るとか場所が変ると食べないこ乏「があるd不安から来る

緊張のためセあろう
。

　2）憧動障害児にも起る。学校恐怖症など起こし，ひ

どくなると食べられなくなり・，1食物を受けつけなくな

り，脱水状態になるので点滴を必要どすることすらあ

る。 こ ういう子は食べると吐くことが多いので，吐くこ

とに対する不安が拒食傾向をつのらせる。

　3）　胃炎，腸炎など消化羅疾患

　⑯r異食一

　普通の食物でなく，髪の毛，紙，小石，土砂，クレヨ

ン等を食べる。しかし手当り次第にそれらの物を食べ

るのではなく， それらの中の1つか2つを食べるのであ

る6個人によって食べるものが異っている。

　1）重度φ知能遅滞児にときどきみられる。

　2）r自閉症児に右みられるが，彼等の場合は，異物を

食べるという一よりも， 』口の中に入れて口の中に含んでい

るこ とが多い。幼い子どもは，・何でも口に入れて物を確

かめる傾向が幼児ゐままで固定した状態なのかとも考え

られる。

　oの夜尿
　満3歳を過ぎてもなお寝床で排尿する状態

　1＞　知能遅滞児に多い。主として一般的習慣形成の遅

れの一つである。

　2）退行現象としての夜尿は，・情動障害児にみられ

る。

3）　てんかん患者に比較的多い。

　4）　尿道奇形などがある場合がある。

　5）　父親も排尿の習慣がつき難く，可成り大きくなる

まで夜尿をしており，他の原因が発見出来ず，家系的と

しか考えようのない場合もある。

　6〉 躾の失敗としては，夜起こすのが面倒なため，い

つまでもおむつをつけて排尿させて，排尿の習慣付けを

怠ったり，或は逆に神経質になり，夜の水分の摂取を制

限したりして，却って夜尿が起るのではないかという不

安を募らせて夜尿を固定したりする。

　㈹頻尿
　勝胱に尿が少し溜ると，我慢出来なくてす・ぐ排尿する

習慣である。便所に行く回数が他の子どもよ り．多いる

（膀胱に尿を溜めることの出来る容量にはあまり個人差

が無いと言われている）1

　1）情動障害児は一般に神経質で用心深く，度々排尿

に行く。1

　2）親の注意しすぎ，あまり強く注意をすると，．又お

もらしをするのではないかとい う不安を持ぢ， しばしぱ

便所に行く。

　3）　医学的原因としては膀胱炎又は尿道炎，膀胱周隅

の病変などが考えられる。

　⑲遺尿』
　昼問のおもらしで，遊び比夢中になってい突，⊃ついも『

らしてしまう状態。

　1）知能遅滞児にみられる。括約筋のコソト・門ルが

まだ十分成熟していないためと考えられる6．『

2）情動障害児にみられるじ緊張が強くて生活場面へ

の適応に精一杯で， ふと気がつく時は遺尿している。そ

の他嫉妬等による退行現象と して起ることもある。一

　3）　てんかん患者の場合レ発作が短いと遺尿だけが注

意されて，それが「てんかん発作」によるものであるこ

とを見失い易いから注意を要する。

　4）　身体的原因として， 尿崩症，・脊椎損傷による；と

が稀にある。

　⑳遺糞
　遊んでいる状態で排便して， バソツを汚す；、と であ

る。

　1）　窒度の知能遅滞児に起こる。7般的基本的習慣の

形成の遅滞鴛肛門の括約筋のコン㍗ロールがまだ完成

していないためである。又，重度の遅滞児の中には，．何
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、一

等かの理由薫便所に強妙恐怖を菊うて瞬て齢そのために　、

づ×署を汚す者．もいるる＼』1旅ニンンξ 、二ざ．1・串裂　曽

　2）　情動障害児におきる猷弟妹が生れて達ひどい銘蟻

ックを受けた場合など清動陣害の状態のとき，、退行現象

として起きることがある。・1、二 l己こ窮11∫』1塁邸 』冷ゼ

　3）　脊椎損傷によることが稀にある。．り、』．＿、

　⑳　寝付きが悪い二二㌧』｝活・ド y』ヒ陵．』rl 』・1L．

纏床にはいってもゼ：眠切；はヤ瀕惣獣態㌧

　1）　知能遅滞堤に早られる。　”　　、 ㌦さ』ド

　2）ン情動障害児ではr例えば嫉妬心の強い子など許床

にはいりたがらず床にはいづ1ぞも寝付かれ壕レ～こ乏が多

い。　　． 　　　　　＝ 』環い 1一』☆∵勢

　3） 粗閉症児にも寝付きの悪い者がいる。 おそら’くは

社会と比較的無関係に生活しているので普通の生活のリ

ズムに乗嫌いためであ砺か泊閉症児の蝿は昼と
夜が全ζ反剰琴なるている子1もいるら∫三』

1」《．』：で

縄＞1脳性麟の子め中麟鮒きの悪い子轡る詣

　 5〉中耳炎ド歯癒』鼻づま1りなどあ番場合，二普通めll5

・f6・歳児な・ら親に原零を訴えるが・・知能遅滞児の易合・

訴えなy・子があるりで注意するごとが必要であるg　塁

　6）親の育児知識の失除に起因する揚合である。昼寝

　を費せすぎること蚕原因である事が多い。1ζの年齢に蓼

過≧昼寝φ必要に減少してくるが，∵恥ままだ必要であ

葱或し変・．し昼寝の時間は3ρ分から：1時間¢）範囲に止める

飛きである。 途中でおこすとあξ気嫌が悪いか転と2時

間も3時問も子どもが目を覚すまで昼寝をさせ為親琵レ｝

　蚤。、系胞酒は寝付きが悪めのに当熱であ軌、昼寝の時間

も醐であるから・塒間経っ畑起し賊る鉢獣

簾騰蟹纏霧：1墜1遡鷺・
　、⑫ 1眠りが浅い・rr　　』』フ1 ｛シ⇒ 、∵』111’・’（ε

　之子ゼひも韓r般に少しの刺激では目を覚ざない霜めであ一

・ゑ欝轡？惣饗才1魍轡欝㌧
湛）庸辮部の眺蜘るε 梯麹燦張鱒く
　ズ寝床にな恥っても，「それカ｝ら解放されない・た1めであ

る。c苧奪、ン1■ ピ　1だ（』凡き 銃1茜ざ；舞＝』「・ 』：

7守』』

　 2）（・熱性疾患の初期g症状である＝とがある壼曽、

　嚢β恥、適度の運動がないときに起る6・．弓

㌧協）ン飛行機の騒音などがある揚合。寡 ピ

　漁㈱ll・寝起きが悪い ∵』 ∵』l　fi～ぢ二 ∵・』

　　目鋤ても不鰍で， 』次の行動に移勧壱塒齢獅

　る。

界1）卸憐動障害児にいるる尋般に不満が多．く1．全体的に

’1 不気嫌なゆだが，二寝起きは着物を着る，顔を洗う番排泄

する嘉食蛮する等の仕蘂が待らているので絹層不気嫌に

なる己・．峠ざ．荘こ｛1ン爵苫二』さ 二　『∬＝1 こ　 ζ』δシギ㌧ら

乙争2〉二自律神経失調の特御の荊φである。し』ll 「；、1黒

　3）宵っ張りの結果，睡眠不足となって寝起きが悪い

こともある。’r早く就寝する躾けが大切処ある。：

曽鋤二；1夜泣き・囲ド』 告　』1 潜「1r‘…

　夜中に泣きだす。悪識は嫉っき・りし之“る。こ貯ゾ』㌫

』1）』『情助障害卑セ分離不肇あ強い亭などは15凌中詫1

人でいる毫とがわがる1とlll或は母親が向℃寝床に尋・な（・

ことがわ晒と潭出菟◇”ヤ’場黛・ゆ
　2） 身体疾患としては5扁樗腺肥大，アデンイド単殖

症ゐ禿め漁夜商戸鼻腔閉塞を起す場合な芝♂し』 ・r』 』ず

・1 齢静ご（う盤纏y醇ヒ 』誘 ギベζ㍉¢

昼簡あ碑な経軌讐琴唇酵を界旗鱒
・る。目を覚まさせる と平常に戻りレ夢め内容を憶えてい

る軌r
　　　！c　lソ．∫⊆ぐぞ藁三Σが、焦唐二・見静出　牡

　1）働轄の子趨碑．；諮 ：璽勝7惚〔
・・ 隔幽鯨肉と麟姫デ擢噸癬麹r
管圧追や麟窪 り架が章畔韻；ど瞬・．鹿llt』
’1 i含）ギ健康児萎心理的シゼ、9 クを受けたりすると一時的』

麟謹璽轡轡、構轡
』¢Φ』∋夜驚‘夜中俳徊てねぽ吟5誉・ 盗・究忌 は

静と曝り笹興暁案頼赫郎論な藍
ねぼけて俳徊す逐；と参多い5 完全に目掌めるどピ勝ま

．灘袈響轡警腔轡響
き11）礪因騨ず樋嘩奪1ないがドてんかんの子に

綿鰍醸欝響饗響誓
⑳・親は靴め違糖誤解じ・1＝rねぽけ」旛えるrこ

購譲野馨∴』1∵瀬1罫
属密？縫蝿紅哩寝床Fこはいろうとし妙き1

4〉：愛情聯の子の軌・炉夜巡なって母親増麟

なる礎痔麺母繊鮎・し諦と し℃』な擁か勉
い子がいる叡し＼　＞・『二・』』・：匪，

」一r
』＝1』r ・几1 ㌧｝ 　・与か

　 2＞昼寝めさせすぎで，i夜かなり逮くならないと眠’く

鵜ない子瀕る誘楚瀞1階』』 厚・り1亭
蕊3ンー商店などぞ，妥『夜遅乱くまで家中が動きまわづ迄いる

とデ 子舳だけ駅麟曹うことができ眠くづ喧

驚駕轡轡警莞翼、』、、、、、」、
、、

　爪かみは・する事礎なゼ峙やテレビなどを見重い・ると．

き，一般に積極的に活動噛晦炉・職ヒ爪勧竜程度の一
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ものから， 爪を切った挙がなし・程，敦拗にかみ続けるも

のまである。これは，このあとに出てくる「物かみ」や

r指しゃぶり」などと共に神経症的な徴候であることも

ある。、

　1）　こういう神経症的な徴膜がひとつくらいならどう

こうということはないが，2つ3つ重なるとそれは情動

障害の明瞭な徴候である。

　2）親がこれを困った悪癖と考えて厳しく叱？て治そ

うとすると，かえ？てこの習慣が固定する。子どもを忙

しくしておくことがr番よい。

　鋤物かみ
　物かみは爪かみ≧同じで， 手近にあるもゆをかむ習慣

である。鉛縦をかむ子は多いが，毛布やあ とん、をかむ凄

もあり， 女φ子の中には自分の髪の毛の端を．かむ子もあ

る。もちろル無意識の行動である。

　1）　情動障害のある子に起こりやすい。

　2）　知能遅滞児にもよく見られる。』

　3）　自閉扉児にもよく具られる。襟や袖奪螺ろぽろに

なるまでかむ子がいる。

　三者に共通して言えることは，．社会的璋応熱うま、く行

っていないという事実である。社会的行動から満足が得

られない時の補償行動と言えるかもしれない6

　4）親の躾けのまずさが，こういう習慣を｝層強化し

ていること嫡爪かみのところで説明しなとおりである。

　㈲　．指．しゃぶり

　つまらない時， テレビを見ている時など積極的に活動

していないときに起る現象である。これも神経症的徴候

の一つである。情動障害児や知能遅滞児や自閉症児に見

られる。厳しく叱づてもあまり効果はない。指しゃぶり

は昔から困った習慣だと考えられてきた。 その理由は，

歯並びが悪くなること，．経口伝染病にかかり易くなるこ

となどが主張されたが，単なる迷信である；とがわかっ

た。心理学者も悪癖として目の敵にしたが，神経症的徴

候の一つである揚合もあるという以外，特別の悪癖では

ない。今までいろいろの矯正策が試みられてきたが一

薬をぬる，夜寝る時，腕を曲らなくするなど一効果は

ない。子どもが興味を示す環箋をつくって遊ぱせるとよ

い。もちろんこの年齢になると子どもの理解も深まるの

で，もし子どもがこの習慣をやめようと決心 したのな
ら，．指に薬をぬったり，指に包帯をまいたりするのは効

果がある。これらは子どもが無意識に指をなめたり吸っ

たりしたときに，子ども自身にその行動を教える役目を

してくれるからであるg

　⑳　歯ぎしり

　眠っていて歯をならす現象である。

　1ン情動障害による神経症的微候である場合もある。

　2）歯列異常によって起る場合もある。この場合は歯

科重歯をけずってもらうと良くなることもある。

　㈱　チック

　顔の筋肉などを無意識に動かしたり，まぶたをパチパ

チさせる現象である。舌をベロリと出す子もいる。

　1）　情動障轡のひとつの徴候として現われる。

　2）　てんかんなど，脳の盟質的障害の一つであること

もある。

　3）　まぶたをパチパチやるのは，チックではなくて逆

まつ毛や結膜炎がその原因であることもある。

　⑬⇒へそ，鼻，髪いじり

　へそ，鼻，髪いじりをしょっちゅうしている子がい
る。

　1）　知能遅滞児に見られる。

　2）　情動障害の一つの徴候として起る。中には髪をい

じるだけでなく，夜寝ていて髪を引っぱって，頭皮の地

はだが見える程度にまで髪をぬく子がいる。　 　　、こ

　3）湿疹が原因で，へそや鼻をいじっている華もあ

る。

　㊤o　自慰行為

　性盟をもてあそぶ習慣。男子にも見られるが，女児に

よく見られる。性器をテーブルの角などにこすりつけ

る。テーブルについているが，スカートの下に手を入れ

て性器をいじっている。

　1）情動障害のひとつの徴候である。適応がうまくい

かないとその行動が内向化し，自慰行為に満足を求める

ようになる。

　2）　自閉症児の中にも自慰行為が見られるが，r』彼らゐ

特徴は隠さないで大っぴらにやることである、二

　3）医学的原因としては，アトピー性湿疹や嶢虫のた

めにかゆくて，かいているうちに自慰を覚える者．もい

る。しかしこの場合でも湿疹や蝶虫によるかゆさは一づ

の引金であって，根本的には情動障害が考えられる。

　4）　自慰行為を見つけると，親は狼狽して厳しく叱る

ことに終始する事が多いが，これは効果がないだけでな

く却ってこの習慣を固定するのに役立つだけである。ま

ずその子をもっと積極的に活動させる手段を考えるべき

である。楽しい事で忙．しくしておくことが何よりの治療

である。昔から言われているように「手を遊ぱせてはい

けません。遊んでいる手を悪魔が使います」という言葉

の意味をよく味わいたいものである。

　⑬θ　自傷行為

　攻撃を自分自身に向ける行動である。親や幼稚園の先

生に叱られたり，友人に攻撃されたりして痢頬を起し，
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相手を攻撃．した玉～5カミそれ』ができないと思 う乏，≧・自分の手

をメチャメチきにひうかいてボ皮が破れて血が出るよう

になっズもやめな恥よ：試1、 ’しir r櫨写ヒー∫1軒公：』i，

　1） 情動障害児拷見られる1；・とが多いざ 自分の髪の毛

を無意識に抜くの二も11 この行為と考えられるぴ じ 』』「』ト

　2）重度の知能埋遅児にも見られる。いやタ事がある

と自分の頭を壁などにぶ参うげるも聾よじめほ罪常に腹の

たつ／ときな』どにや疹て齢たが多」その後この行蔚が固牢し

てちよ1づと：した17 ラ不ト、レ ÷ シ・、白シでも頭を壁にぶおつ

ける子がいる。　　　　　　　　．汐．1．謀： φ 活1

．滑3）1｝自閉症児の中にめド自分の思うとお りにならない

乙・と手で頭をな1ぐ綾たり，㌘．頭をぶρっけたりす一、る 予もあ

る。又，，、顔の皮牌をっまむ或はつねる様な動伶をする61

自閉症児の中には怪我などしてカサブタができ灸とそれ

をなし為ので修がなかなか治拓ない し，、 又ぱ為量う膏な

・どを 曝つズやつξて1も三すぐ磧力茎して・：レまうので，．傷が治り

堂；・く酔子もある層これに現蓼的にに同 じま。うにも見える

．凄ヤ畢つ鳶餐動な勲絢レれな；践』ビ三1㍗

』 ㈱、訳 潔・藩シ、☆ 乳』｛1ξ』ビ1黙謀・・必く㍉．・』

　汚なくなることを極端に嫌がる こと廼あるび．幼稚園とで

ク姥ヨ γなどで手が少、し汚れる窒す『ぐ手を洗わない芝気

が済まないぷ手が汚れるので粘土遊び声砂易遊び，，糊を

使う製作等を嫌う。。自分の塾 ソ寛チが汚く』なるのが嫌

で，・ぐイ国じぐカチ で手をぶきなさ～》 と言われてもふかな章～子

ぷいるる．、潔癖の対象は子ども によらて少1し異るようであ

る◇・㌧．

』』1）7、情動障害児に起るじいわゆる清潔に関し定潔癖を

いう子は少ないが，周囲が自分の考えのとおりになって

いないと我慢ができず，大声を出してわめ く．こ1とがヤ多

い。 たとえば， 堺リ ッ容が ちゃんとふたっ揃えて並んで

いないと自分が病気で寝ていても大急ぎで起きて箔 跳軌

イくを揃えるとか， 或は部屋グ〉模様変えなrど少二しすると怒

為之か， 或る種のこ・とにっいてに彼らの期待之現輿がぴ

づた ぴレない≧非常に｛ヲィ ラすうという意味雁1．・潔癖

・と言えば言えようか。、訴、・　・ ∫・濁ひ 鳥．．

ご｛2）1・規自身が轟の傾向を持ちジ1 神経質に躾けた場合に

、も起麹 ∴巳 ぐ』陀

」⑬り 》べ、ジ壬侭の執着」、11 ．1、 ・ひ
l　l’

’㌧一．

・ ・人形♪縫い ぐるみ，二毛布等に執着 じ，，これがない ど安

定せず夜など眠れない。・毛布が汚くならても洗濯もでき

ないこともある。ベットになるものの種類も多くジいわ

ゆる幽ジ トから棒や木のし略くし1 一洗剤の一ビソ等に及

ぶ。これを取上げると怒「づ《自由に遊べない。』｝∵．’一

　1）　知能遅滞児によく見られる。彼らは」般に変化を

嫌う』のでF同‘じべ二動トに執着することにより変化に抵抗

どじ史安定を保6之》、るためなのがもしれな嬉宝ニニこ’

』『

ζ．・2×梢動障害児にも多鶴やはり変ら旗・もみを支点

ゼしで平静を保ちているよ’う に見えるε：』・・．∴パ’㌧

1・3＞省閉症児或は 自閉的な子め車にもごういう子がV・

る。・彼ら4）特徴はザ｝ぺ郵トが邉｛わゆるペヅ下であるま・り

も・棒ドし阜く』し討ン・欲ガ牡那洗剤の」ピシなど普通歳ラ

トと考え られないまう な物壱ヒ執碧することが多夏みこ乏で

ある。　　　　　　　　　　　．　う・ 』つ　・』培　』 1
』一 ＄：亙舌レ暴二〕二・』ψτ第 財㌔F‘ ド： ㌧・二鳶一n

・さ攻撃的行動塾〆i気に入ちなザ・こ乏がある乏ずぐ手を出

して欝舩畑沸瞬かみづく：ゆ姉もずるポ
　1）知能遅滞庭まお場合ほ1 』言語なオあ牡会的手饅が

使えないので， すぐ庫接手段に訴える黍が多‘ぐなる詳し

かし」般に乱暴の程度ほそれほどひ1どくない。1 1ド㌧

　・2）・箭助障害児は木満年房等感が弦・く・，．相手を可能的

敵（敵となる可能悔が多妥、）と考えるので1ド何か言われ

・る乏すぐ馬鹿に1され葦露攻撃されたと思し・，・乱暴な行為

睡出るrごとが多い」亭（反対醇自分自身に閉じともち宅友

人と全然遊ばなくむ多亀を竜あ多〉〕 また、・情動陣害が重

fくなぢてくると』急に相手をむ・・じめたり，’かみっ6たり

することもある。

ニヒ3）」自閉症児セこも乱暴な子があるじ　・しカ｝し彼らに1ほ社二

会的関係が成立してレ｛なし・めであるがら； 乱暴と》・ 一う毛

とばに当るかどうか疑間があるぷ後ら比欲 しぴもめ淋あ

ると，相手がどんな状態比ならそも，」彼らの方が強けれ

1ぱ目的のものを取ってくる。相手を容赦しないよ

、遵）・微細脳損蕩やてんかんの子の中にもいるが， 1なぜ
乱暴になったのかよく解らないこ とが多い。く 〆・

へ5）羽一般の子どもで乱暴なのは∋ 甘やかされ丈自己統

一制の訓線を受けていない場合かジ或は親や晃弟が乱暴で

その子のモデルになづ ている場合である5　』』！ 冗’

　・㈲一 ゑ怒りっぽい

』一 分の思い通りにならないとすぐ怒る傾向よ怒れぱ乱

暴になるのが普通セあるが， 三中にはすぐふくれ∫ 繁直宅

なくなり， 勝手な行動（場面から逃れる）をとる子もい

る。　　　　　　　　　　 』 下一’r　」』 一　 ヂ

．』 ）C知能遅滞の場合は思うようにならなし・ことが多い』

ので一 怒一り易い者が多い。・

　2）病動障害児は，言ってみれば不満の塊りのような

ものであるから，ち・よっと嫌なこ とがある とすぐ爆発す

る。．　　　　　　　　　　　　　　　二 ．・ 三1冒い．♪
「．

3）　自閉症の場合は』・思うようになちなV｛時穿》町の

は同じであらても1＝怒る状況が情動障害め揚脊乏少しち

がうようである。自閉症の場合は，外からの馬力⑫ため

に怒るというよりも自分の予定した行動寮茅定鐘り覗わ
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れないとすぐ怒る。自分が開けようとしているドァを他

人が囲けると怒る。そ して一度閉めてもうr度自分で開

けないと， 怒りは解消しない。階段を昇るとき，左足か

らの翠ろうと決めてヤ・るマ》に（自分だけで狂断的に） 先

生や親が右足からのぽり始めると，も のすご、く怒り，左

足からもう一度やり暉さないと怒りがおさま．らない。

　4）てんかゆや微細脳損傷の子も外からの刺激で興奮

しやすく．怒りやすい。

　5）　父母が怒りやすいと，そのモデルを模倣する。』し

かし ；の場合でも・子ども自身に傭動障害の素地がある

と考えられる。又溺愛のため欲求不満の耐性が低くいつ

もイぞイヲして怒りやすレ）礁もナ分考え られ多。

　㈹・悪態を？ く

　親に叱られたり先生㌍注意され孝りすると・すぐに，

「お醇ちゃんり馬鹿」と牟。「卑生の容刺と参書って，

素直に注意をきかない。

　1）情動障害騒よるもの嫡r．ω親や先生の注意を自分

に対する攻撃と受げとる＃め㍍（O親や先生の注意をひ

きた く・てやう易合がある。お客があったりするとよけい

にゃる。自分が無視されてヤ》うので注意をひきたいので

ある。

　3）　父母や兄弟の漢倣も考えられるが，模倣だけでは

必ずしもこうならず，根本に情動陣害があったり，親の

甘やかし等があると考えられる。

　4）友人の模倣も考えられる。

　㊥　小さい子をいじめる

　いわゆる弱い者いじめである。兄が弟をいじめると

か，幼い友人をいじめるなど。

　1）知能遅滞児はr般によく友人からいじめられるの

で，これを模倣する6しかし同年齢又は年長の子をいじ

めることができないで， 小さな子に攻撃が向う。

　2）　情動障害児は一般にフラストレーションが強く，

それゆえ攻撃的をこなりやすレさ。（自閉的になる者もいる

が） 形い者にはかなわないので弱い老に攻撃の対象を求

めるら

　㈹　人のいやがる言葉を使う

　人のいやがる言葉をわざと君う。「ウンコ，チソボコ，

ショーベソ』等とくり返し，注意したり面白がったりす

ると一層激しく言う。

　1）情動障害児は他人の注意をひく手段として， 人の

いやがる言葉を使う。

　2）　こうした行動に対する親の反応がよくない。こう

いう行動は無視し， もっ と社会的な行動を認め，あるい

はほめるとよい。1

　⑱　独占欲が強い

　家庭でも幼稚園でも自分の使いだした物は，友人が貸

してくれと言っても貸さない。また今すぐは使わない物

でも，自分の手元において他人には貸そうとしないじ

　1）　知能遅滞児は社会性が未発達なため』他人に対す

る配慮もない。また，玩臭を共同で使用することができ

ない。

　2）情動障害児は被害意識が強いために， 物を独占し

他人に対する配慮も少ない。知能遅滞児は他人への配慮

の能力が未発達であるのに対し，情動障害児は能力はあ

るが抑えられている。

　3）　自閉症児にも起こる。この場合はいわゆる独占欲

からではなく，他人に対する関心が全然ないために結果

として独占ということにならてしまうのである。1

　㈹反・抗
　親や先生の言うことを素直にきかず，言われたことを

しないだけでなく，書われた褒と反対のことをする場合

もある。これは主として自分より力の強レ堵‘あるいは

権威ある者に対する行動で，反抗に正当な珪由のあると

きは育てられるべき感情であるが，理由の如何を問わず

反抗するのは困った行動である］

　1） 情動障害児の場合は，他人を可能的敵とみなして

おり，それゆえ注意は自分に対する非難あるいは攻撃ど

みなすので，1素直に聞けず反抗する。、

　2）子どもの躾けが甘すぎても欲求不満耐性・が少 な

く，すぐ怒り反抗する。親が子どもの正当な要求を反抗

とみなして圧迫する結果・かえって反抗することも．あ

る。子どもの要求には十分に耳を傾ける態度が必要であ

る。

　㈲　瞳を言う

　嘘にも種類あるいは段階がある。第 1は無邪気な嘘‘

空想的な嘘で，　「僕は昨日動物園に行づてきた」と言う

のを開いて，「僕は唄ぺお父 さんと行ってきた」、、と嘘を

いう。事実でないことを書ったので嘘であるが，1空想的

な嘘で他意はない。次の嘘は自分の失敗を隠すための腫1

で，「友人の玩具をこわしたのは，ぽくではない」一とい

うたぐいの嘘である。第3の嘘は，ある目的を逮するた

めに言うもので計画的な嘘で望る。第1の瞳は窒想的あ

るいはいくらか自我防衛的，第2の嘘は、自我防衛的，㌃現

実閉避的であり，第3の嘘は計画的で，その子の入格の

大きな欠陥である。しかし，この年齢の子ど．もで第・3の

嘘をつく子は少ない。

　1〉　知能遅滞児の嘘は，第1の嘘か，せいぜいその場

逃れの軽い嘘であることが多い。一般の子』どもの3歳頃

の嘘 と同類である。

　2）　情動障害による嘘は，r 自我を守．りたいた めの蝿
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鴛．㌦防衛的纏が多鯨自我がまだ確立され禰らず弱先生に心配を捌な聾・齢凋麟ないの廊購に羨

い灘轟雇むお繭星』訟花、1夷繭』

係している。子どもが本当のこ と〈律の失敗）『を話じだ

ときに・そg勇気をほ夢多親ば少欺く》弓怒る （叱るので

はなく）親が多い6確かに，｝損害を償うのは親なので怒

る気持ちはわかる、が，つい子どもに嘘をつヵ｝せることに

なり，習い｛生となりかねなし・。　　　　”㍗一＝ ㌔

　㈲τ盗 み 、∴ 』』 1、・1㌔ ・じノ ㌧：鋒最

　幼稚園などで，1幼稚園に備え付けの小勿ど耕友人の物・

とかを家に持づて帰りヂ 自分の物にして使う子がいるポ

もちろんお店の物や友人や友人の家の物を黙づて持っ・て

帰る子もいる6』盗みはほとんどの場合』∫1まず自分の家の

物やお金を親に気付かれないようにそらと持出す1ごどが

ら始まる。普通ジ 盗みの第ヤ歩と言ラてよ，いよ持出 したr

ものを友人にやって友人の気嫌をどり1』遊んでもら与た

り，・1いじめられないようにしたりする♂畠

Fユ）・ 知能遅滞による楊合は，1社会的森聯有のル冒ルの

灘聯諜繕1、艶喉鯉郷劉誉・
　・2〉 情動障害児の場合弦ρ一欲零不満を物でカバーしよ

すどする5　☆∵で’」プ1・ 1皐諮
て妻，禦禦欄溢ξ譲禦寡

　る。二子ξもが自分㊨物だ頓で我慢できず他人の蜘を持う

・翻蘇灘瓢纏窪襲鷲1
　塁とが必要である6　 　・　 ∫ン ・』☆∫r　r rンニ章

　齪》．：持ち出し胆

　、 自分の家のお菓子や食物などを持ち出して友人の関心

　をかう。時にはお金を持ち出すこともあるぴ家の物紫持

畿騨欝1）』！篇轟ヱ謬論鴇
　ることに留意すべきである6｛・（㈹丁盗みポ参照）ド、

　a8一遠出をする　　　　　　　』乾 ▽　＝　1’，

　親に対する依存性と評それか’らグ）独立性が適度に混合

　し記いるごとが，ヒ社会的適応にとづ《必要であるず親に

　対する完全な依存から完全な離脱』独立に移るごとが正

　常な弗達であるが〆夫人にならな）・子ほ薗方の性質をも

茎魏鍵蒸鷺纏轟lf舗鶴
　黛ラ：ゾメ男：と・れないど一し昏3『しぱ社二会的木適応をひぎおご・

　すよ』ヤ ・　r「∵：一ゾ1且1』し昌ゴ礎ゴ』∵』：》』・・

　・ 1ジ知能遅滞児の中に』食癖や衣服にづいせは大人に旨

　依存しているが，杜会に対する恐怖がな＜『親や施設ゐ

瓢堅驚観議鷺袈麟登竃讐轡

∫｝2）β惰動障害児はヂ親に対する欲求不満炉反ぐ抗を生

み，遠財どいう冒険を して答るこどになるのであろう詣　

二！3）’㌔自閉症児は含証会的な関連然浅ψのでヂ目、をはな

すどどとべで’も勝手に行参てじまう6 モれ嘩親に対する

心珪的依存がな雛結果であろ う。∫ ごの行動は自閉的な車

特徴のひとφである1許鷺“・顛 弓 1・宗嘱憲遥審ε・

　4）　てんかんや微細脳揖傷め子ども琴も，・ 亀の醸面が

あるσ・r・・∵』・〆・．1　－111乏r f“≧達琴層1 織 トぎ　尊

　 5）’∫親が共稼ぎな浮商子どもーを放任じでお1ぐと；再戦後

の戦争孤児のよ1うに黒ぐ｝がぢ大大がら独立しド・確存性を

なくしてその結果遠く入と平気で一人で旅行殖でたり・す

　』の ・夜人の申に遠毘をする‘子どもが》、ると・・う熔誘わ

れて」緒に遠出じてしまう子がいる。しかし壱うレ蕊う子

　も，依存と独立のバヲソネが他の発達程度に応じていな

㌢繍輪r◇y、◇』◇低
　r』面白い顔仔きを1ゆた．り身まズ峡車一を示したり， 三こ奇声

をあげたりして親や教師φ友人の注意をひこうとする6

禦騨轡饗鷲鯵酵1！』搬塔
　1＞｝般にこの行動は卑己顕示欲求の昇われである5

瞥欝舞魏綴碧灘雑奪鰭鞭．
　152）ミヒづじた行騨瞳ほ親の態度が大切そある。Pそg都

度叱ったり，隠凝残蘇どもの行動版艇示す

とは餌子描め帥髄せられるの港∴と施 う行n

購醗させることにな翻紡応子ども9よ嘩購
ほあたらレ≧』こ猫働ま糖』荘轡轡

で議講灘惣遠委顔、
、・

☆テ☆

遊戯繊蕨轡齋舜囎轍幣二賛
・にで酵激鹸嶽が拶∫厭し㍗郷やろうし
しない。無連に誘 う乏ぞの場がら逃げだりあぱれだりす

る。　　，　　臨ぎ 』』1略 脚
　ユ＞r知能遅滞児は知能串社会性勲ン‘毅に発蓮が未熟

馨拠獅騨磯贈貧黙響、
　　2）情動障害児は失敗恐怖や不安のため，1家で一人で
　なら歌ぢたり遊んだヴできても：，1［集面オ絵すi送港セ竪ま

う．易醐黙やある種の鰍拒襯初軽含蘇考幻

るこ跡越妨誠ほ嫉妬肋齢報ま細働獅・
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はずれることによって自分を目立たせ，否定的な方法で

自分を認めさせようとする。

　3）　自閉症児は他の子ども一に関心がないので，唯我独

尊になるのは当然。．しかし自閉的傾向が緩むにつれて集

団を嫌がって孤立するようになる（嫌がるのは一応，集

団の中にいることを意識している〉．症状が軽くなるに

つれて，集団の中で平気でいるが孤立している状態か

ら・次には集団から働きかけられても平気になり，究極

的には自分の方から働きかけるようになれば，まず普通

の状態に戻ったと書えよう。

　4）　てんかんや脳性麻痺は身体的なハソディキャップ

のために集団に参加できず， 2次的には身体的ハソディ

キャッブか らくる情動障害のために集団に参加しなくな

る。

　5）　難聴児は疎通手段の欠除のために，集団生活が困

難になり，虚弱児は疲れがひどいために集団から離れる

ことがある。．

　⑨　約束が守れない（ルールが守れない）

　友人に乱暴しないようにしようとか，先生がお話しし

ている時は静かにして聞きましょうとか約束しても，そ

の約束が守れない。社会的ルールに闘する約束が守れな

いことを言う。

　1）　知能遅滞による場合は，約束をすぐ忘れてしま

う。興味が持続レない，自分を統制できない等の理由に

よる。

　2）　情動障警児はイライラしているので， ほかの刺激

に会うとすぐ約束を忘れてほかのことをす多。又，場合

によっては自分を目立たせ，あるい嫉注意をひく手段と

して約束外のことをする場合もある。

』3）』自閉症児にも多いが，社会匪がないのでこういう

約束をすることは無意味である。 1』

　4）親が子どもに，不可能なこと．を約束させているこ

ともある。この例は極端だが， たとえばタ方5時になっ

たら家へ帰って来なさいと約束ざせても，．時計を持って

いるわけではなし・子ども騨不可鰐であ㍍夕方暗く

なってきたら帰りなさいとかへ外琴軍灯が？いたら帰り

なさいという『約束なら，子どもにも守れる約束である。

　⑨　協調性に乏しい

　ままごと遊びなどしていても，自分ゐ好きな役割がと

れないξすぐやめてしまう。お母さん役ならいいが，赤

ちゃん役は嫌だと言って遊びをこわしてしまう子がい

る。

　工） 知能埋滞児の中ゆは一人では遊べても乏 、集団で遊

ぶほど発達していない子がいる。

　2） この頂目 腫最も該当するの嫡箭動障害児で1．自分

の好きな役割（たとえば母親役）をやらせてもらえない

と「ヤメタ／」と集団から離れたり，集団遊びを妨害し

たりする。

　3）　自閉症児は社会性がないから当然である。

　4）　て忍かんや微細脳損傷の場合，いわゆる多動で仲

間にはいって一緒に遊ぶことができない。

　㈹　落ち着きがない

　鯛飽きやすい

　以上の2つは全く同じとは言えないが，母親がこうい

う訴えをするとき，同じ行動を意味している ことが多
い。1この2つの行動様式はそれほど共通部分が多いの

で，ここでも』緒に取扱うことにする。

　工）知能遅滞児は物瑛に飽きやすく，次から次へと遊

びが移るので，落ち着きがないとも言える。能力と課題

が一致すると，すなわち言いかえると興味のある箏な

ら，一つの裏で割合長く遊んでいることがある。

　2）　情動障害児も落ち着きがないこ とが多い己何かを

やろうという心梅えでなく，他人に目立ちたいとか先生

に認めてほしいとか，うまくできないと困るとかに闘心

があって，課題自体をやることrに興味があるわけではな

いから，ちょっと手をつけてもすぐにやめて次に移ると

いうことが多く，落ち着きがないとか飽きやすいとかい

った行動特徴を示す。

　3）自閉症児の場合は課題意識がないので，何かをや

らせようとすると落ち着がず飽きやすい行動特徴にな

る。 しかし彼ら自身に興味のある一定の班については落

ち着いて飽かずやっており，ぞれが普通ゐ子ども以上な

ので，固執傾向などと言われることになる。たとえば物

を並べることなどを飽きずにやっている。積木を机の一

方の端から他方の端へ一直線にならべ，端までくると壊

してまた最初から並べるといったことを飽きずにやって

い骨。　（知能遅滞児のある種の者の中にも，こうした傾

向がある。）また，彼らは回転する物が好きで，ものを

回したり扇風機，換気扇，レコードなど回転するものは

いつまでも見ている。

　4）微細脳損傷の場合は少し別で，飽きゃすいという

よりも落ち着きのない方である。いわゆる多動で，動き

まわって一時もゆっくりしていない。内部的な刺激によ

って，なだ動いているようにすら見える。

　5）　落ち着きのない，飽きやす悟行動は，親は勉強と

結びつけて考えるので，一番嫌がる行動様式である。躾

けとしては、やたらに厳しく小言を言い叱ることが多

い。それでは落ち着きのなさを強化することになるだけ

である。まず落ち着かぬ5あるいは飽きやすい原因を考

えて対処すべきである。又どんなに落ち着きなく見える
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子でも多動以外の子は比較的落ち着いえいる時もあるの

だから，こういう行動を強化するほうが謎落ち着きのな

いことや飽き魚すい ごどめ予防に，”二又〆治療にむな番の

である6親の中には子どもに対する要求が高ぐて，rごく

普通の子を落ち着きがないとか飽きやすV～とあ訴えにく

る親も少なくないから注意を要するボ』ン

』G9 突発的な行動『・

　友人と遊んでいて突然相手を突飛ばしたり奇声をあげ

たりするが， 周囲の者はそれを予想することが全然でき

ない。　　 　1　』　　 」　』 』・ lrr ロ　
r「 f〉』

r　r「 ） 知能遅滞の揚合は， 何か欲むいと急に友人の物を

びらたくる。物を貸りる時は社会的手続きが必要である

が，』・それを省略するの、で突然乏いちことになる。この点

は自閉症児に似ている。又，r 急に物を投げたり ，r友人に

かみづいたり，突き飛ばしたりする。』この点は情動陣害

児に似ている。知能遅滞児も欲求不満を起すことが多し1・

のであろう。・ ・1㌔ 二 r’ 』丼 、侍

　2）情動障害児は攻撃的多こならている時にi』 突然関係

のない子にがみづ》・だり，♂ 突飛ぱしたりして大入を驚か

せる。」』『 』 ゴ己』 『；　『 　一∵
r．3）ぐ 自閉症児は社会的文脈がなぐ｝』彼らだけの動機で

行動するので，』吃驚させられるも・欲しい物は相手がまわ

ず取るのは心ちろんだし1』社会的文脈なしに彼らだけの

．予想， こ期待をもづていてド我々の行動がそれに合わない

と急に怒りだす。例え球絵を携いてくれと》・うので描い

鐙麟婆霧麟慧集雷賜講
長さでなヤ｝ボ とレ、う，のカミ怒り・だした理由であ るざ、 ・　1弦

1』4）き微細脳損傷の子やてんかんの子は，プ明らかな理由

がないと思われる時でも，．奇声を発’したり怒りだした1ウ

することがあるず 1・1
’

（ 、』『欺、い、△』　い

』6㊧」一しつヒレ・15　r ㌔

・．・ ．rド レ” ・1二 ［・ ’r 》・r’『・』

南塵人に嫌なことをし庵 相手が嫌がらても や め1ない

∫じIFぐ獄むい物があると手にほいるまで粘る占服．．1

六工外情動陣害児は素直でなbことが多く』愛構の不満

』を物薄補潟うとするの焦物に執着する5母親や先生に

ベタ孝）きダ’：しりこ1rくまつわりつレ・て離れなし、。． 乱”；〉丁、

・1・2）1自閉症児も物に執蕃が強く1ぐそれを得ることに精

力を集中するがら∫ 非常にしづこいぎしがも遊び雫も 飽

きずに同＝じ事を繰り返すの楚，しづこいという印象をあ

たえる6
1
』二．

　3）』てんかんや微細脳損傷の子ゐ中にも今まで述べて

き1たような意味で，lr・しつこレ、子力§いる。 『ひ

；1働．固執的行動い誌ぺ聴．ブ ゾ、 ÷一・’ メシ　、、

Σ，行動様式を変えるめがいやでヂ向じ型の行動を行なう

　ことをいう。知能遅滞児や自閉症児に比較的多い。だと

　えぱ幼稚園や治療め場所に通うのに，11いつむ同／じ遺を通

　ろで行ぐどどに固執し沖道をがえるど不安になるとみえ’

　て猛烈に抵抗し之、いづも同じ道を通るぴある意味では性

．格ゐ堅き』に1も捕 ゆえ いるよン1・F汐 r』 ：＝r』r ＞二1 ＝1

　　1）’．知能遅滞児も自閉症児もども比急定の道順に圃執

　する。家の模様変えも不安になるとみえて大変嫌がり。’

　むとのままに戻すこことを強硬に要求するず。これらの特徴

　のある子どもたちの中レ論ま〆同じ道を通るだけ牽は満足

　できず，・』ある場所にある寿ソホ“ルには必ず昇り ン降り

　て進んそいがな“蓉ギ｛爵」ひう子もいる乙』又，ン姓ぎな

着物が汚な縁魂硬麟する雄くま喪賛御
　ていて，11その着物を着ぜ《もら6て，やっと安心する子

　もいる。 ；』 r気、
　　3） 情動障筈児の中比も，同じ食器，同じテ｛ブルの

　位置，一同じ椅子等に固執する子も少なくない5
lr

　　4）てんかんや微細脳損傷の子の中にも固執傾向の強

　い子がいる◇一ゴ｝r湿［1 1ii粧甲』∵　　』『『 ン　（L

　　 6串伺じ動作をくりがえす㌧ 11　． r』・1＝ 』∵

　』これは常動行動3どし丼うよりも‘・1常同運動と レ耳うた：方が

　適確な表現と言えるが』も知れなレ好1重い知能遅滞児や自．

　閉疲児の中には，・，崇日中身体をり前後左右に振らて、硲た

　り
，

指を奇妙に動が・して弊た りする子がある。、 また こ．ゐ

　傾向ば運動だげでなく奇夢な姿勢で坐っていなψ薫常同

　姿勢〉レ同 じ断片酌なごと 老，く瓦り返’しブツブジ言づてい

撒鷹黎雛鎚勲ん酵嚇
　ミ翁』強3情’1※一認遇凱『一・・

　普通の時は素直に親や教師の言うことをきぐ汎ぐ何が

　のはずみで強情になるとどこま海も噛分を通して，周囲

　の人の言づ篭とを聞ぎ入れないポ親や教師の言うiごと…を

　拒絶して勝手な行動をすること恵あ』り，・．又‘1≧函6ている

　のを見づけて他の者が手助けしようと、しても頑固に拒否

　しジ自分ではできないのに他衷の助けを求めないざ　q〉

　　1）　構動障害児に多い。何かのはずみで自分が無視さ

　れていると思狂強幟諏為詑・

　 訟情と自芭主張とは薩別しなければならない‘自己主

　張は自無な， また大句な兜遽セおるδ自己主張は自分あ

　 正しいことの主張なので』1正しさが承認されると素藏に

　なる がデ 一強摘1め方は自分が正！しいかどうかは二の次で，5

　とにかく主張を頑張り通すことに意味のある行動で∫あ

　る6　－　　F∵ 1τ1：＿碕 1一汝詑誹書『一　

　　2） 一子どもの人格を認めずジ子どむの正当な自己主張

　を理解しないで一方的に親の都合で子ぎもを・謙さ』え∫る

　と，子どもは段々と素直さを失》強悌諏る6ン・婚碧ぎ長
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　㈹ 登園拒否

　幼稚園に行くのを嫌がる子どもである。幼稚園に行か

ないことで吸タ親を手こずらせた子で，小学校になると

何も問題な く学校に行く子もいるが，大部分はとの時期

によく治しておかないと，小学楼，中学狡，高校とそれ

ぞれの時期に少し大きな困難に出会うと，登校拒否を起

しやすい。

　1）　重度の知能遅滞児は，はじめからお客様になり，

周囲もその目で見ているので登園拒否を起さないが，む

しろ境界線級の子どもに起きやすい6この程度の子ども

に対しては先生は普通の子どもと同様のこと を要求する

し∫、本人も努力しながらも失敗するからで訪る¢

、2ン情動陣害児にはしばしば現われる5ある程度の母

子分離ができていないことや欲求不満の耐性の低いこと

が考えられる。

　3）　自律神経失調の者にも現われることがある。疲労

が激しくて幼稚園に行くのが嫌になるのであろう。

　4）親が溺愛であると，幼稚園でのちょっとした失敗

にも耐えられず，登園拒否を起すことがある。r又，幼稚

園側の扱いが適切でないために登園拒否を起させている

場合もある。幼稚園に慣れずマゴマゴしているとすぐ，

劣等児扱いを し無視してしまうために，．情動障害を起こ

し，登園拒否を起す場合がある。一般に幼稚園では，い

ろいろな能力が円満に発達してお り性格もあまり 強くな

い子が受入れられやすいが，一方に特殊な能力があうて

も他方で非常に劣っているような子は拒否されやすい。

どの幼稚園でも，円満な発達を希望するあま・りザ平均化

しようとする傾向が生じこれに反抗する子ぎもは拒否さ

れやすヤ｝。…

　劔，母と子の分離困難

　乳児は初めは母親と一体となっているが，発達すると

と もに母子分離が徐々に起こり， 自我が確立する。しか

し中には母子分離がうまくいかず，』、母親昏の依存性が強

く，母親と別れることに耐え難い不安を感ずる子どもも

あるる

　1）知能遅滞児の中には全般の発達が遅く，情動的に

も著しく遅れている子どももいる。母親ζちよっとでも

離オLうと不安壱こなり，何もできなくなう者職いる。

　2）「情動障害児の中にも分離不安の強い子がいる。主

として親から拒否された揚合が多い5 こういう子は，登

園拒否などを起しやすい。

　3）　自閉症児の中で，共生幼児精神病といわれるタイ

ブは母子分離が非常に困難で，6歳になっても1人でト

イレに行かれないことがあるゼトィrヒの中まで母親と一

緒でないと，排便がで きなレ ・者1も、ハる。・、

　㊤勿　依頼心が強い

　⑬　甘えすぎ

　鋤依頼心が強いと㊤翁甘えすぎは別の行動の型であるが

重なりの部分も大きいので，、一緒にして説明することに

する。、まず，依頼心が強いというのは自分で積極的にや

ろうとしないで，すぐ親や激師のスカートの端を持って

それにまつわりつくのが甘えすぎである。しかし甘えす

ぎの子必ずしも依頼心が強いとにらず，親や教師にはさ

かんに甘えるが，自分のことはさっさとやるし，ちょっ

とくらい困っても他に助けを求めない子もいる。

　1） 情動障害児は何でも親や周囲の大人にしてもらい

たがる。この揚合は自分でできないからではなく，親に

してもらうことに喜ぴを感じているのである。これは甘

えすぎである。一方僖動障害児の中には失敗恐怖などが

あり，すっかり自分に閉じこもりて積極的に何かをしよ

うとせず，少し困難な二とがあると解決の努力など全然

なく，すぐ親や教師の助力を求めたり，もっとひどレ．・の

はただ助力を待うている者がある。

　2＞溺愛的な親に育てられた子は自分で困難に打勝っ

た経験がないので，少し困難なことには自ら手を出さ
ず， 周囲の大人に解決を期待する。’．依頼心が強い㊨であ

る。分離不安ρある母親は子ど嚇こ密藩し，曳子どもにざ

タベタするので，子どもも母親のモデル嬬似てく る結

果，甘えすぎの行動が生まれて くると考えられるρ・

㈹ やきもち

兄弟や友人とくらべて自分が不公平に扱われていると

いう感情でヂすねたり攻撃的になったりする6

　1）情動障害児は拒否されたとき，あるいはそう考え

たとき，やきもちの感情をもつ。いろいろな形の情動障

害のもととなりやすい。

　2）　兄弟を差別して見，或は扱ったときや平等に扱っ

ているようなつもりでも，扱い方のまずさのために，．や

きもちの感傭を起させている場合がある6弟や妹が生ま

れると，兄や姉には多かれ少なかれやきもちの感情が生

じるが・下の子の世話の緊急性にかまけて上の子め要求

をいつもあとまわしにしていると，やきもちの感情がつ

よくなる。また，兄弟喧嘩のとき，上の子ばかり叱った

り下ばかり叱ったりするのも，叱られた方にやきもちが

生まれる。．兄弟を比較して出来の悪い方を叱ったり励ま

したりすると，親の善意はともかく，叱られた子にやき

もちが生じ，強い攻撃性や反抗が起きることが多い。

　⑱9内弁慶

　内弁慶は家の中では大変元気であるが，外にでて特に

知らない友人に会ったり幼稚園に行ったりすると，急に

おとなしくすっかり消極的になる行動である。しかしよ
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森脇他 ： 5運61才児の異常行動韻鑑別診断に関する研究

　　　く考えてみる・と，（・現象的には内弁慶嬉見える．が本当は内・

　　　と外で性質が変ったのではなく，こうい，う子ど1も』は内で

　　　も外でも 解決困難な場面に直面すみど51A急比元気がな1く

　　　マヨ’ボショ・ぎζ消極的な性格を示すのではない乱か史思

　　　う。家ではそういう困難な場面に直面する機会がないの

　　　玩難活動しているだF瓢函難な獅に直面鍋
　　　と，家の外と同じ行動様式を示すよう7になる♂だがら，ゼ

　　　本質的な差は内と外ではなく述悌れな場面か困難な場面

　　　か と転、う、こと堂こ1なるσ・1∵』！？』〆1 ∴」＝ン』骨∴澤

、　　　4）δ知能遅滞児嫉少し環境揮変われば適応困難を起こ

　　　すので，外で嫁急琴元気於な く1なるg．・冷 ，｝鰹？隔、

　　　　．鍛を1情動瞳害児，・』特に完壁主肇や朱敗恐怖の子は疏新

　　　　しい適応困難な環境では，消極的になる。 親がいつも評

　　　価的に見ているζ ，』 朱敗恐怖になサやす恥ρムゴ1コ

　　　　3）親が溺愛的なときは，、眼難辱零す盗忍耐度が低

　　　く講讐臨繭亦’ 》』△零
　　　　A少1じ圏づなり資思う．よ．う．にならないとすぐ泣くも，，院

　　　　1）　知能遅滞児は・困？た時に助けを求戯るヂ段を発

　　　達させて；い，ない。f泣硲て助けを求める，という許最も原始

　　　的な手段に固執して恥る㊨で第る。。汐ヒ チ照た宥ぐ・1：履

　　　⊃く2）『、情動障害児の場合は，太人の注意をひく手段把あ

　　　る。き彼らに本能的に大人溝涙に弱いことを知づておりヂ ＝

　　　蚤議欝袈鷲轡鷺主1騨轡
　　　　．3ン』溺愛されて育てられた子は，’困った時には一÷番原

　　　始的な手段に諒えて助けを求める。二の点ぱ知能遅滞児

　　　ζよく、似ている6、ノ　1』 ご「ド1鴛’．う㌧l　i『』　』魅吾 rl．

　　　イ⑬鼠引込み思案鯛 ド 『紀滞蝿嬉．ら～詑』【硫“∴三≦

　　　　自発的な・積極的な行動が見られなレ》幼稚隅な費で1

　　　早曝孤立している；とが多い。友人が遊タ矯いるのを具て

』
、』　』いるが・ 自分から参加しようとしない6 ｝誘われれば参加

　　　許庫嶽㊨曝弟母1摯墨案験がらよ瞬方であるδ・ンほ．1』・〆・、、

　　　　、三i）に釦能遅滞児は木体引込み思案の者が多レ、。ll引込ゆ

　　　・』ゆ魚方稼全燥レ瞭こ趣緯騰弊悟っ趣る
　一　 1からである。　　 　　　　　　　　　　　　　 ξ’、㍑・

　　　 ！2）　惰動障害児は1 引込思案型か攻撃型がのξちら塑

　　　矯ある16ぜ1＝．』
一’

11
1』 ＾1 玉 1L㌘ ㌧ 琉㌃』呉11 、貧．

　　　　尭3） 自閉症児はその名のとおり，自閉的で引込んでい

　　　る者が多いく攻撃的な子もいる にはいるが）ボ注意すべ

　　　きは引込み思案だと言われている子の中に1 軽度の自閉r

　　　症児がいる場合があることである。　　、｛　ゾ　ゥ（

　　　　 4）　琿醒子ども琴余り高野要求本準をもゑていて君い

　　　』2庵モど樹を評傭的態度で見累栂る．と，』どうし琴も失敗

　　　 を避嫁鞄蛮う照な竣÷消梅的概引込み思案になりゃrす

　鶴＝』1∵マン孔ン』r、1“・向コ訣 焔
i二1 、二続ど』』ノ 15・・ ♪へF

　弐鯛乾友達ど遊ぺない．ラぐ・づ〉ン・．、

　一』自分が蓉進んで友達ど遊ばな恥！じ，～葉団の中に入膨℃

　も，友人達と同じレベルで一緒に遊べない。

　・｝1）・知能遅滞ほ遊ぶレベルが異なるので，・ 同じ年齢の

　子とは遊べない。 しかしこうい う子でも，ずっと年†の

子どもとな磁噸子棚る5脂1 ∵ ・ダ』 頗で＝

　・2ン〉情勤障害児嫉琳義畢み思案が詑或は攻撃的丸なの

　で，ll共比共同隼活に妨害的に働くずそ静故1』友人ど一緒

　に遊べないのが彼等の主な特徴のヂづである。レ1 ，1、1ゴ』 卜

　　3） 自閉症饗講通甑社蝿燃ヤやでヨ験起同・
　じレベルで遊イないのは当然。併し自閉の程度の軽い子

　ど脊だど』∫1幼稚園悉グラ スに・たまたま彼の面倒を1よiく・見

　てく殺為子脚》みと1』彼を支だどして，1彼や他¢〉本達と冗

何とか遊略子融智こう・いう1子剛・轍ぐらレ｝にな

筆繍熱難豊1轡1・☆，、、
　論ある特定4）場面だゆで絨黙す多状態。 家でば元気殖話

rをするカ1・』幼綱で脇齢なじ’洗生に敬く鶴自

　をきが濃肺≧於う：状態であるよさ 蔚一二算 詮畿シ論∫1…

　鋤痴鰹糊磯創醗ぐない輿強制さ れ畜

1と淑購抵抗す御鱗智何回も璋庵しよi幣勤、
　してみて，．・何時菊嫌な結果舜終ると碁自然に繊黙によづ

響編諜雛毒蕪謡1嫉忌
舜繭謁撒嬉蜜黙臆る5二知能脳児壁ら

　ても繭辮害児セ塾麺も；騨黙は←つの防徽獅

あ麹知鰹滞児囎解9騨を麹轡描学畿
甑情鱒郡吻創危即予想から馳入れるので
ある。癩蟻・’ヤ・鰻継桑耽きrr二黒1『歯」・牒

　、 一㈹ン』㌔恐怖心が強硲※ご」ぐ 11覧、； ♪．、1し二
．、

　・動物や昆虫を恐れたり、，」少し高い所を恐れたり1・（黄畢1

シ卿ジ琉登る！こ鍬ぎ）・ll肖ま・た浴ラ甥をと’麹

　がむずかしい環塊で嫡避｝平ケと しない6 恐れる原因甦い

　ろいう夢る彦）ぞあろうが県誰礁零も恐怖心峠ある が垂i、普

・璋の子勘ま鵬わが弊いよう なもの牒常蝿悔
　もっりは欠陥，≒或醤異常であろう。　　 　－乱㌃Σ然ヒ応、

　・・‡）即能遅滞児は喧7サ高恥所や，一寸変った・もη砕こ

・肺を示 し易い畢卿鰹隙 りよく・鞭子醐脚．．

多いの恩 勘騨馨常喉わがるのであ樋凱郵匁1

理解力も弱い鰍璽蝉廼纏群砂で1あろ
　うβ』 い』柴継融3癬』 ゐ ・r 府』 1・ ・罫

　　2）醐郷魔緬穂④麺レ’髄靱と繊
　常にζわがう子と多5恐怖公を何嬉対レて尚示貸ない子が

　喰る。・・留が鳴ると憂全部戸を閉め費せてギ寿る慕で唾る
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子がいるかと思うと，他の子がこわがっていても一向平

気な子がいる。社会性がないので，周囲の者の影響を受

けないことと，想像力が弱いことがその原因をなすので

あろう。

　3）　てんかんや微細脳損傷の子に， 恐怖心の強い子が

いる。

　4）犬嫌い，猫嫌い，虫嫌いが，・』家族4〉模倣から来る

ことがある。併し普通の子の場合，こわいものがあって

も，杜会的適応の陣害になる程のものは少ない。しかし

中には，幼稚園や学校に行く途中に犬がいるので，2倍

も3倍も時間をかけて遠廻りして行く子もいる。

　⑩　心配性

　幼稚園に遅れないかと心配でずいぶん早く家を出ると

か，お母さんがど こかへ行ってしま うのではないかと

か，お母さんはお金はあるのだろう かと，』幼児にも幼児

らしい心配ごとがあるものである。
、＝

　1）情動障害児に比較的多い。幼稚園に遅れるのが心

配で，ずい分早く幼稚園に行く。そし て1時間も，或は

それ以、ヒ早く着かないと心配でしかたがない。お母さ痴

は部屋の外で待らていると言われても， 何回も確かめに

行く。排尿がしたくなると困ると， 電車で来る途中何回

も途中下車する。下車して便所に行うても尿は出ない。

いろいろなこ≧が起るのでないかと不安をもっている子

も多い。これも心配性の一種であろう。

　1）　身体疾患があると，また起こるのではないかとい

つも心配している子がいる。しかしこれは身体疾患を引

金として現われた情動障害と言えるかも知れない。

　2）　親が分離不安で過保護の場合l　r子どもが心配性に

なる婆がある6寒くないか，暑く・ないかと’凶配する。・お

母さんが外で待っていますからねと全然不安を感じない

でよく遊んでいる子に念をおしに来るず一人で大丈夫？

と念をおす。途中でおしっこしたくならないかと心配す

る。子どもも親にそう心配されると，自分で確かでなく

なり，心配性になる。

　㊨　ぐずく動機づけが弱い），

　自分の興味あることはさっさとやるが，興味のないこ

とは無気力で，せっ焼とやらない。食事も・さっさと食べ

ず，よそ見をしながら， 遊びながら， ぐずぐずと食べ

る。何か持ってき．てと頼んでも，なかなかやってくれな

い。親をイライラさせる状態である。

　この 「ぐず■は⑬の「のろま」とは異る。 「ぐず〕が

動機づけの弱いために起こる現象であるのに，「のろま」

は運動機能が幼く，速く出来ない状態を指す。

　1）知能遅滞児は，環境が彼等にとって難かしすぎ

て，彼等を適当に動機づけることが少ない上に，そのた

めもあづて課題意識も低いので， のろのろやる子が多い

という轟になる。

　2） 情動障害児の中にも，ぐずが割合にいる。欲求挫

折感と劣等感が強い5、そのだめ十分強く動機づけられな

いからである。．一

　3）微細脳損傷，虚弱児の中にもいる。何に対しても

あまり興味を示さい。

　⑬　のろま（運動・動作がのろい）

　既に雅aぐず勢の項で一寸触れたように，この場合は

動機づけは十分で，課題意識もはっきりして，やる気が

あるのだが，運動，動作の速度がおそくて，そのために

仕事がおそく，幼稚園などで他の子と同じ速度で行鋤で

きない。

　1〉　知能遅滞児，運動機能の発達が遅れている。ま

た，欠陥のある揚合もある。

　2）脳性麻痺，てんかん，その他の運動障害になる病

気。

　3）家系的と考えられる場合，親も幼い時は大体のろ

まであった。

　注意すべき礁は，「のろま」であることは，確かに競

争社会では損をする。しかし，社会にはスビー ドをそれ

程必要としない仕察も多く， 「のろま」はそれほどの欠

陥と考えない方がよいと思う。「のろま」 はなかなか敏

捷にはならない。その上「のろま」を早く早くとせきた

てると，正確さを犠牲にする事になり，損失の方が大き

いことがある。

　㈹　手足の無器用

　折り紙，切り紙，製作，描画など無盟用でながなかま

とまらない。また，衣服の普脱，靴のはきかえ等大変下

手である。

　1）　知能遅滞児に多い。

．2）　脳｛生麻痺など。

　無器用も成長と共にある程度は改善ざれていぐ。・無器

用を器用にしようとするよりも，他のよい面・に注目’し

て，それを伸ばした方が全体の適応がよくなり，効果的

である。

　⑯　乗物酔い

　先ず医者に行くべきである。自律神経失調その他が考

えられよう。

　情動障害の場合，また酔うのではないかという期待不

安がその原因となり得る。

　㈹　疲れ易い　　　　　　　 　げ　　 1’

　1ン先ず，医学的原因を調べるべきであるポ

　2）心理学的には，情動障害が原因どなり得る。失敗

不安，完壁性などによる過緊張にその原因を求めること

一204一
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乱 　　　　　暴（攻撃的行動）

怒りっぽい
悪態をづく
小さい子をいじめる

人のいやがる言葉を使う

独占欲が・強い

反　　抗
嘘を言う
盗　　み
持ち出し
遠出をする
突飛な行動（自己顕示）

約束（ルール）が守れない

集団行動がとれない（保育場面）

協調性に乏しい
落ち着きがない
．飽きやすい、（集中力なし）　　

突発的な行動（衝動的行動）

しつこい（対人関係）

固執的行動
同じ動作をくりかえす

強　　情
登∴園．　癖　・否・…一　・

一』』

母との分離困難

依頼心が強い

甘えすぎ
やき’もち
内　弁　慶
ちょっとした事で泣く

引 込み思案
友だちと遊べない

場面絨黙
恐怖心が強い
心　配　性
ぐ ず（動機づけ．が低い）

のろま（運動動作がのろい＞、

手足が不器用（運動神経がにぶい）

乗’物酔い
疲れ．やすい
手足の痛みを訴える

喘息発作
発
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熱
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